
分
野

製
品
の
高
度
化

技術支援事例 No.35 / 熱流動解析技術

防水型ガラリに関する設計支援

支援の背景

支援内容
汎用熱流体解析ソフトを用い

て防水ガラリの断面形状を最適
化しました。

解析では、防水ガラリに風速
15m/sの風を当て流れ場を求め、
更にその流れの中における雨
粒の軌跡を調べることで、通気
性、防水性の確認を行いました。

支援の成果
支援企業のアドバンス㈱では、他社製品

に比べ防水性、通気性ともに優れた製品
の開発に成功しました。
（平成17年4月、商品化）

①防水型ガラリとは
ガラリの本来の目的は通気性を保つことです。防水型ガラリは、通

常のガラリに屋内への雨水の吹き込みを防ぐ防水性能を付加したもの
です。

②設計上の課題
一般的に、通気性を重視すれば防水性が低下し、防水性を重視すれ

ば通気性が低下します。この相反する機能を高いレベルで両立させる
ことが必要でした。
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開発した防水ガラリ
（モラ・ネード）


